
光学式酸素濃度計パネル組込型

O p t i c a l  o x y g e n  s e n s o r

青色LEDより紫外線がプローブ検出端の蛍光物質に照射されます。

この時、紫外線によって励起された蛍光物質は、蛍光を発して元

の安定状態に戻ろうとします。

この現象は、蛍光物質内の酸素分子量が増加する程、反比例し

て蛍光強度が減衰します。

この蛍光強度の変化を電気信号に変換し、酸素濃度の測定を行

います。

測定原理

高圧蒸気滅菌対応
(at 125℃ 30分）
の堅牢な構造です

煩雑な電解液の交換
を必要としない構造
につき、保守作業の
負担を軽減できます

液体、気体、粉体、
静置流体、真空環境
などの測定に対応可
能です

光学式酸素濃度計に
おいて業界随一のコ
ストパフォーマンス
を誇ります

アプリケーション

・ 培養液内の溶存酸素測定

・ 粉体中や粉塵環境の酸素濃度測定

・ 真空配管内の酸素濃度測定

・ 各種気体・液体中の酸素濃度測定

・ 土壌中の酸素濃度測定

センサープローブはインライン型と投げ込み防水型の

2種類ラインアップ！

インライン型 投げ込み防水型



／ ー ー

標準仕様
変換器

型式 伝送出力 ／ – ％ – –

測定範囲 酸素濃度： – ％ （酸素分圧表示） ／ – ％ – –

溶存酸素濃度： – （ ） ※スケールは任意設定可能

飽和率： – ％ 校正方法 点校正

温度： – ℃ その他機能 校正値自動安定判定機能、測定値自動安定判定機能

表示範囲 酸素濃度： – ％ （酸素分圧表示） 使用環境 温度： – ℃ 、湿度： – ％

溶存酸素濃度： – （ ） 寸法 × × （センサーコネクタ部込み ）

飽和率： – ％ 質量 約

温度： – ℃ 付属品 アダプタ（ ）

インライン型センサプローブ 投げ込み防水型センサプローブ
型式 □ 型式

※□部にはセンサノズル有効長： 、 、 、 を選択 測定方式 酸素濃度測定：光学式（消光現象による蛍光強度の測定）

測定方式 酸素濃度測定：光学式（消光現象による蛍光強度の測定） 温度測定：半導体センサ

温度測定：半導体センサ 再現性 ± 気圧 ℃ ）

再現性 ± 気圧 ℃ ） ドリフト 週間 ± 以内 気圧 ℃ ）

ドリフト 週間 ± 以内 気圧 ℃ ） 検出端材質 センサノズル： 、保護カバー：ジュラコン

検出端材質 センサノズル： センサチップ：鋼部 、 ガラス（シリコンコーティングした蛍光物質を塗布）

センサチップ：鋼部 、 ガラス（テフロンコーティングした蛍光物質を塗布） 諸特性 温度 ℃

検出端寸法 センサ径：Φ12 [mm]、センサノズル有効長： 、 、 、
接続ネジ部：

耐薬品性

諸特性 温度 ℃ 耐圧

耐薬品性 全体寸法 径Φ38.1×長さ

耐圧 質量 約

蒸気滅菌 ℃ 時間（オートクレーブ可） 消耗品 センサチップ 交換頻度 – 回 年（推奨）※使用環境・使用頻度による

全体寸法 径：Φ18.5×長さ （センサーノズル有効長 ） センサケーブル センサケーブル 標準 直付型

質量 以下

消耗品 センサチップ 交換頻度 – 回 年（推奨）※使用環境・使用頻度による

センサケーブル センサケーブル 標準

〒 埼玉県三郷市高州
︓
︓ ／ ︓

年 月経済産業省新市場創造型標準化制度を活用し、
当社が原案作成委員会の幹事を務めた

「蛍光式酸素濃度計」が制定されました。

仕様選定ガイド

センサノズル有効

センサノズル有効

センサノズル有効

センサノズル有効

無記名 チップ材質テフロン
標準）

チップ材質シリコン

チップ鋼部
材質チタン

無記名 センサケーブル
標準）

センサケーブル

センサケーブル

センサケーブル

／ ー ー
無記名 センサプローブ材質

（標準）

センサプローブ材質
チタン

無記名 センサケーブル
標準）

センサケーブル

センサケーブル

・ インライン型

・ 投げ込み防水型


